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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面に向けて光を発する光源と、
　前記光源に電力を供給する電源回路とを備え、
　前記光源は、基板及び１以上の他の基板を含み、
　前記基板は、
　前記基板の主面に前記基板の長手方向に沿って直列に電気的に接続された複数のＬＥＤ
と、
　前記基板の長手方向の一端部に配置され、（i）第１端子と、（ii）前記複数のＬＥＤ
の一端に接続される第２端子とを含む第１コネクタと、
　前記基板の長手方向の他端部に配置され、（i）前記第１コネクタの前記第１端子に接
続された第３端子と、（ii）前記複数のＬＥＤの他端に接続される第４端子とを含む第２
コネクタとを含み、
　前記基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、前記１以上の他の基板のうちの、前記
基板に隣り合う他の基板のコネクタに接続され、
　前記基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、前記電源回路に接続される
　表示装置。
【請求項２】
　前記基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、前記電源回路の負極に接続される
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　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記複数のＬＥＤの一端は、ＬＥＤのカソードである
　請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記複数のＬＥＤの他端は、ＬＥＤのアノードである
　請求項１～３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面に向けて光を発する光源と、
　前記光源に電力を供給する電源回路とを備え、
　前記光源は、基板及び１以上の他の基板を含み、
　前記基板は、
　前記基板の主面に前記基板の長手方向に沿って直列に電気的に接続された複数のＬＥＤ
と、
　前記基板の長手方向の一端部に配置され、（i）第１端子と、（ii）前記複数のＬＥＤ
の一端に接続される第２端子とを含む第１コネクタと、
　前記基板の長手方向の他端部に配置され、（i）前記第１コネクタの前記第１端子に接
続された第３端子と、（ii）前記複数のＬＥＤの他端に接続される第４端子とを含む第２
コネクタとを含み、
　前記基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、前記１以上の他の基板のうちの、前記
基板に隣り合う他の基板のコネクタに接続され、
　前記基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、前記電源回路に接続される
　表示装置。
【請求項６】
　前記基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、前記電源回路の正極に接続される
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　開口を有し、前記光源が一面側に配置されるキャビネットを備え、
　前記電源回路は、前記一面側とは反対の面に配置され、
　前記基板の第１コネクタは、前記開口を介して前記電源回路に接続される
　請求項１～６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記開口は、前記表示パネルの主面から見て、中央近傍に位置する
　請求項７に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトを有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に代表される各種表示装置には、表示パネルの背面に向けて光を照射する
直下型のバックライトが備えられている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１７は、従来のバックライトの概略構成を示す模式図である。
【０００４】
　バックライト１５０Ａは、表示装置の表示パネルと、表示パネルの背面側に設けられた
リアフレーム１０２との間に設けられる。
【０００５】
　バックライト１５０Ａは、複数（図１７では３つ）のＬＥＤ基板ユニット１５０を含む



(3) JP 6384565 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

。各ＬＥＤ基板ユニット１５０は、ＬＥＤ駆動回路１０３に接続され、ＬＥＤ駆動回路１
０３から供給される電力により駆動する。
【０００６】
　図１８は、ＬＥＤ基板ユニット１５０の概略構成を示す模式図である。図１９は、ＬＥ
Ｄ基板ユニット１５０の回路図である。
【０００７】
　ＬＥＤ基板ユニット１５０は、リアフレーム１０２の左側に配置された第１ＬＥＤ基板
１５０Ｌと、リアフレーム１０２の右側に配置された第２ＬＥＤ基板１５０Ｒとを含む。
ＬＥＤ基板ユニット１５０は、直列接続された複数のＬＥＤ１１２と、第１コネクタ１５
１と、第２コネクタ１５２とを含む。第２ＬＥＤ基板１５０Ｒは、直列接続された複数の
ＬＥＤ１１２と、第３コネクタ１５３とを含む。
【０００８】
　第１コネクタ１５１は、第１端子１５１Ａと、第２端子１５１Ｂとを含む。第２コネク
タ１５２は、第３端子１５２Ａと、第４端子１５２Ｂとを含む。第３コネクタ１５３は、
第５端子１５３Ａと、第６端子１５３Ｂとを含む。
【０００９】
　第１端子１５１Ａは、第１ＬＥＤ基板１５０Ｌに配置された複数のＬＥＤ１１２のうち
、直列接続の開始位置のＬＥＤ１１２のアノードに接続されると共に、ケーブル１１８を
介してＬＥＤ駆動回路１０３の正極に接続される。
【００１０】
　第２端子１５１Ｂは、第４端子１５２Ｂに接続されると共に、ケーブル１２０を介して
ＬＥＤ駆動回路１０３の負極に接続される。
【００１１】
　第３端子１５２Ａは、第１ＬＥＤ基板１５０Ｌに配置された複数のＬＥＤ１１２のうち
、直列接続の終了位置のＬＥＤ１１２のカソードに接続されると共に、ケーブル１５４を
介して、第５端子１５３Ａに接続される。
【００１２】
　第４端子１５２Ｂは、上述したように第２端子１５１Ｂに接続されると共に、ケーブル
１５６を介して第６端子１５３Ｂに接続される。
【００１３】
　第５端子１５３Ａは、第２ＬＥＤ基板１５０Ｒに配置された複数のＬＥＤ１１２のうち
、直列接続の開始位置のＬＥＤ１１２のアノードに接続される。
【００１４】
　第６端子１５３Ｂは、第２ＬＥＤ基板１５０Ｒに配置されたＬＥＤ１１２のうち、直列
接続の終了位置のＬＥＤ１１２のカソードに接続される。
【００１５】
　このように、ＬＥＤ基板ユニット１５０は、ＬＥＤ基板のサイズの制約より、複数のＬ
ＥＤ基板により構成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開２０１２－９２２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、従来、２枚のＬＥＤ基板によりＬＥＤ基板ユニット１５０を構成してい
る。よって、各ＬＥＤ基板ユニット１５０につき、３つのコネクタと、４本のケーブルが
必要となる。また、第１ＬＥＤ基板１５０Ｌと第２ＬＥＤ基板１５０Ｒとでは回路構成が
異なる。このため、これらの要因により、バックライト１５０Ａの生産コスト、延いては
表示装置の生産コストが高くなるという課題がある。
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【００１８】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであり、複数のＬＥＤ基板でＬＥ
Ｄ基板ユニットを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えることができる表示
装置およびバックライトを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の一態様に係る表示装置は、表示パネルと、前記表示パネルの背面に向けて光を
発する光源と、前記光源に電力を供給する電源回路とを備え、前記光源は、基板を含み、
前記基板は、前記基板の主面に前記基板の長手方向に沿って直列に電気的に接続された複
数のＬＥＤと、前記基板の長手方向の一端部に配置され、（i）第１端子と、（ii）前記
複数のＬＥＤの一端に接続される第２端子とを含む第１コネクタと、前記基板の長手方向
の他端部に配置され、（i）前記第１コネクタの前記第１端子に接続された第３端子と、
（ii）前記複数のＬＥＤの他端に接続される第４端子とを含む第２コネクタとを含み、前
記基板の前記第１コネクタは、前記電源回路に接続される。
【００２０】
　また、前記基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、前記電源回路の負極に接続され
ても良い。
【００２１】
　また、前記光源部は、１以上の他の基板を含み、前記基板の前記第１コネクタの前記第
１端子は、前記１以上の他の基板のうちの、前記基板に隣り合う他の基板のコネクタに接
続されても良い。
【００２２】
　また、前記複数のＬＥＤの一端は、ＬＥＤのカソードであっても良い。
【００２３】
　また、前記複数のＬＥＤの他端は、ＬＥＤのアノードであっても良い。
【００２４】
　また、前記基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、前記電源回路の正極に接続され
ても良い。
【００２５】
　また、前記光源部は、１以上の他の基板を含み、前記基板の前記第１コネクタの前記第
２端子は、前記１以上の他の基板のうちの、前記基板に隣り合う他の基板のコネクタに接
続されても良い。
【００２６】
　また、開口を有し、前記光源が一面側に配置されるキャビネットを備え、前記電源回路
は、前記一面側とは反対の面に配置され、前記基板の第１コネクタは、前記開口を介して
前記電源回路に接続されても良い。
【００２７】
　また、前記開口は、前記表示パネルの主面から見て、中央近傍に位置しても良い。
【００２８】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示装置は、表示パネルと、前記表
示パネルの背面に向けて光を照射するバックライトと、前記バックライトに電力を供給す
る電源回路とを備え、前記バックライトは、少なくとも１つのＬＥＤ基板ユニットを含み
、各前記ＬＥＤ基板ユニットは、一列に並べられた第１ＬＥＤ基板および第２ＬＥＤ基板
を含み、前記第１ＬＥＤ基板および前記第２ＬＥＤ基板の各々は、当該ＬＥＤ基板の表面
に当該ＬＥＤ基板の長辺方向に並べられ、かつ直列接続された複数のＬＥＤと、当該ＬＥ
Ｄ基板の一の短辺に設けられ、かつ前記複数のＬＥＤのうち直列接続の開始位置のＬＥＤ
のアノードに接続された第１端子と、前記複数のＬＥＤのうち直列接続の終了位置のＬＥ
Ｄのカソードに接続された第２端子とを有する第１コネクタとを含み、前記第１ＬＥＤ基
板の前記第１コネクタの前記第２端子と、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記
第１端子とは接続され、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、前記
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電源回路の正極に接続され、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、
前記電源回路の負極に接続される。
【００２９】
　これによると、第１ＬＥＤ基板と第２ＬＥＤ基板との構成を同一にすることができる。
また、各ＬＥＤ基板ユニットに含まれるコネクタの数は２つである。さらに、各ＬＥＤ基
板ユニットに必要なケーブルは、第１コネクタ間を接続するためのケーブル、第１ＬＥＤ
基板の第１コネクタと電源回路の正極を接続するためのケーブル、および第２ＬＥＤ基板
の第１コネクタと電源回路の負極を接続するためのケーブルの３本である。このため、従
来に比べ、コネクタの数およびケーブルの本数を減らすことができる。よって、複数のＬ
ＥＤ基板でＬＥＤ基板ユニットを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えるこ
とができる。
【００３０】
　また、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネクタと、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネ
クタとは対向する位置に配置されても良い。
【００３１】
　これによると、第１ＬＥＤ基板と、第２ＬＥＤ基板との向きを異ならせて、両者が並べ
て配置される。このため、第１ＬＥＤ基板と第２ＬＥＤ基板とを結ぶケーブルの長さを短
くすることができる。
【００３２】
　また、上述の表示装置は、さらに、一端に第１端子および第２端子を含み、他端に第３
端子および第４端子を含み、前記第１端子および前記第３端子が接続され、前記第２端子
に接続された第１ケーブルおよび前記第４端子に接続された第２ケーブルを含む基板間コ
ネクタを備え、前記基板間コネクタの前記第２端子と前記電源回路の正極とは前記第１ケ
ーブルにより接続され、前記基板間コネクタの前記第４端子と前記電源回路の負極とは前
記第２ケーブルにより接続され、前記基板間コネクタの前記第１端子が、前記第１ＬＥＤ
基板の前記第１コネクタの前記第２端子に接続され、前記基板間コネクタの前記第２端子
が、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第１端子に接続され、前記基板間コネ
クタの前記第３端子が、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第１端子に接続さ
れ、前記基板間コネクタの前記第４端子が、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前
記第２端子に接続されても良い。
【００３３】
　これによると、基板間コネクタにおける第１端子および第３端子が予め接続されている
。このため、第１ＬＥＤ基板の第１コネクタと第２ＬＥＤ基板の第１コネクタとを基板間
コネクタを用いて接続するだけで、第１ＬＥＤ基板と第２ＬＥＤ基板とを接続することが
できる。また、予め第１ケーブルおよび第２ケーブルが基板間コネクタに接続されている
ことより、第１ＬＥＤ基板の第１コネクタの第１端子を第１ケーブルに接続する手間と、
第２ＬＥＤ基板の第１コネクタの第２端子を第２ケーブルに接続する手間とを削減するこ
とができる。
【００３４】
　また、前記基板間コネクタと、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネクタまたは前記第２
ＬＥＤ基板の前記第１コネクタとを接続する各端子組において、一方の端子はオス形状を
有し、他方の端子はメス形状を有しても良い。
【００３５】
　このように端子組の一方をオス形状、一方をメス形状とすることにより、コネクタ同士
を直接接続することができる。
【００３６】
　また、各前記ＬＥＤ基板ユニットは、さらに、前記第１ＬＥＤ基板および前記第２ＬＥ
Ｄ基板と一列に並べられた第３ＬＥＤ基板を含み、前記第１ＬＥＤ基板および前記第２Ｌ
ＥＤ基板の各々は、さらに、当該ＬＥＤ基板の他の短辺に設けられ、前記第１コネクタの
前記第１端子に接続された第３端子と、前記複数のＬＥＤのうち直列接続の開始位置のＬ
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ＥＤのアノードに接続された第４端子とを有する第２コネクタを含み、前記第３ＬＥＤ基
板は、前記第１ＬＥＤ基板および前記第２ＬＥＤ基板と同一の構成を有し、前記第１ＬＥ
Ｄ基板の前記第２コネクタの前記第３端子および前記第４端子は接続され、前記第２ＬＥ
Ｄ基板の前記第２コネクタの前記第３端子と、前記第３ＬＥＤ基板の前記第２コネクタの
前記第４端子とは接続され、前記第２ＬＥＤ基板の前記第２コネクタの前記第４端子と、
前記第３ＬＥＤ基板の前記第２コネクタの前記第３端子とは接続され、前記第３ＬＥＤ基
板の前記第１コネクタの前記第１端子および前記第２端子は接続されても良い。
【００３７】
　これによると、第１ＬＥＤ基板と、第２ＬＥＤ基板と、第３ＬＥＤ基板との構成を同一
にして、３枚のＬＥＤ基板を並べて配置することができる。このため、複数のＬＥＤ基板
でＬＥＤ基板ユニットを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えることができ
る。
【００３８】
　また、前記第１ＬＥＤ基板、前記第２ＬＥＤ基板および前記第３ＬＥＤ基板の各々は、
前記第１コネクタの前記第１端子および前記第２端子の間を接続状態または非接続状態に
するための第１ジャンパと、前記第２コネクタの前記第３端子および前記第４端子の間を
接続状態または非接続状態にするための第２ジャンパとを含み、前記第１ＬＥＤ基板の前
記第２コネクタの前記第３端子および前記第４端子は、前記第１ＬＥＤ基板の前記第２ジ
ャンパにより接続され、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１ジャンパ、前記第２ＬＥＤ基板の
前記第１ジャンパおよび前記第２ジャンパ、ならびに前記第３ＬＥＤ基板の前記第２ジャ
ンパは、当該ジャンパに割り当てられた端子間を非接続状態にし、前記第３ＬＥＤ基板の
前記第１コネクタの前記第１端子および前記第２端子は、前記第３ＬＥＤ基板の前記第１
ジャンパにより接続されても良い。
【００３９】
　これによると、ジャンパにより端子間を接続状態にすることで、同一コネクタ内の２つ
の端子を接続する際に必要とされていたケーブルを無くすことができる。このため、低コ
ストで表示装置を生産することができる。
【００４０】
　また、前記第１ＬＥＤ基板および前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタは、当該ＬＥ
Ｄ基板の裏面に設けられていても良い。
【００４１】
　通常、第１ＬＥＤ基板および第２ＬＥＤ基板は、電源回路と表示パネルとの間に設けら
れる。このため、第１コネクタをＬＥＤ回路の裏面に設けることで、第１コネクタと電源
回路とをケーブルで接続しやすくなる。また、第１コネクタと電源回路とを結ぶケーブル
の長さを短くすることができる。
【００４２】
　本発明の他の態様に係るバックライトは、少なくとも１つのＬＥＤ基板ユニットを備え
、各前記ＬＥＤ基板ユニットは、第１ＬＥＤ基板および第２ＬＥＤ基板を含み、前記第１
ＬＥＤ基板および前記第２ＬＥＤ基板の各々は、当該ＬＥＤ基板の表面に当該ＬＥＤ基板
の長辺方向に並べられ、かつ直列接続された複数のＬＥＤと、当該ＬＥＤ基板の一の短辺
に設けられ、かつ前記複数のＬＥＤのうち直列接続の開始位置のＬＥＤのアノードに接続
された第１端子と、前記複数のＬＥＤのうち直列接続の終了位置のＬＥＤのカソードに接
続された第２端子とを有する第１コネクタとを含み、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネ
クタの前記第２端子と、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第１端子とは接続
され、前記第１ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第１端子は、電源回路の正極に接続
され、前記第２ＬＥＤ基板の前記第１コネクタの前記第２端子は、前記電源回路の負極に
接続される。
【００４３】
　これによると、第１ＬＥＤ基板と第２ＬＥＤ基板との構成を同一にすることができる。
また、各ＬＥＤ基板ユニットに含まれるコネクタの数は２つである。さらに、各ＬＥＤ基
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板ユニットに必要なケーブルは、第１コネクタ間を接続するためのケーブル、第１ＬＥＤ
基板の第１コネクタと電源回路の正極を接続するためのケーブル、および第２ＬＥＤ基板
の第１コネクタと電源回路の負極を接続するためのケーブルの３本である。このため、従
来に比べ、コネクタの数およびケーブルの本数を減らすことができる。よって、複数のＬ
ＥＤ基板でＬＥＤ基板ユニットを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えるこ
とができる。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明によると、複数のＬＥＤ基板でＬＥＤ基板ユニットを構成した場合に、従来に比
べ生産コストを低く抑えることができる表示装置およびバックライトを提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る表示装置の正面側を示す斜視図である。
【図２】図１の表示装置の背面側を示す斜視図である。
【図３】表示装置の内部を示す平面図である。
【図４】バックライトの構成を模式的に示した図である。
【図５】ＬＥＤ基板ユニットを拡大した模式図である。
【図６】ＬＥＤ基板ユニットの回路図である。
【図７】ＬＥＤ駆動回路の配置位置を説明するための、表示装置の内部を示す平面図であ
る。
【図８】ＬＥＤ駆動回路の配置位置を説明するための、リアカバーを取った状態の表示装
置の背面図である。
【図９】３枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図である
。
【図１０】４枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図であ
る。
【図１１】３枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図であ
る。
【図１２】４枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図であ
る。
【図１３】本発明の実施の形態２に係るＬＥＤ基板ユニットの中心部分を拡大した斜視図
である。
【図１４】基板間コネクタの構成を示す図である。
【図１５】２つの第１コネクタをそれぞれ基板間コネクタに接続した後のＬＥＤ基板ユニ
ットの中心部分を拡大した斜視図である。
【図１６】ＬＥＤ基板ユニットの中心部分を拡大した裏面側の斜視図である。
【図１７】従来のバックライトの概略構成を示す模式図である。
【図１８】ＬＥＤ基板ユニットの概略構成を示す模式図である。
【図１９】ＬＥＤ基板ユニットの回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。以下の実施の
形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態などは、
一例であり、本発明を限定する主旨ではない。本発明は、特許請求の範囲によって特定さ
れる。よって、以下の実施の形態における構成要素のうち、独立請求項に記載されていな
い構成要素については、本発明の課題を達成するのに必ずしも必要ではないが、より好ま
しい形態を構成するものとして説明される。
【００４７】
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　（実施の形態１）
　［表示装置の構成］
　図１は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の正面側を示す斜視図である。図２は、
図１の表示装置の背面側を示す斜視図である。
【００４８】
　表示装置１００は、筐体１０４と、筐体１０４の内部に設けられた表示パネルの一例で
ある液晶パネル１０６とを備える。筐体１０４は、フロントキャビネット１０７と、リア
キャビネット１０８が相互に組み合わされることにより構成される。リアキャビネット１
０８の外面には、リアカバー１０９が取り付けられている。なお、リアキャビネット１０
８とリアカバー１０９との間には、後述するＬＥＤ駆動回路が取り付けられる。
【００４９】
　［ＬＥＤ基板ユニットの構成］
　図３は、表示装置１００の内部を示す平面図である。リアキャビネット１０８の前面側
（表示装置１００の正面側）にリアフレーム１０２が配置される。リアフレーム１０２に
は、バックライト１１０Ａが配置される。バックライト１１０Ａは、各々が液晶パネル１
０６の背面に向けて光を照射する複数のＬＥＤ基板ユニット１１０から構成される。
【００５０】
　各ＬＥＤ基板ユニット１１０は、各々が液晶パネル１０６の背面に向けて光を照射する
第１ＬＥＤ基板１１０Ｌおよび第２ＬＥＤ基板１１０Ｒを含む。第１ＬＥＤ基板１１０Ｌ
と第２ＬＥＤ基板１１０Ｒとは、液晶パネル１０６の左右方向に一列に並べられる。
【００５１】
　図４は、バックライト１１０Ａの構成を模式的に示した図である。図５は、ＬＥＤ基板
ユニット１１０を拡大した模式図である。
【００５２】
　第１ＬＥＤ基板１１０Ｌに設けられた第１コネクタ１１４と、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒ
に設けられた第１コネクタ１１４とがケーブル１１６で接続されることにより、２枚のＬ
ＥＤ基板が接続される。また、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの第１コネクタ１１４に接続され
たケーブル１１８は、ＬＥＤ駆動回路１０３の正極に接続され、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒ
の第１コネクタ１１４に接続されたケーブル１１８は、ＬＥＤ駆動回路１０３の負極に接
続される。これにより、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌおよび第２ＬＥＤ基板１１０Ｒは、電源
回路の一例であるＬＥＤ駆動回路１０３から供給される電力により駆動する。
【００５３】
　図６は、ＬＥＤ基板ユニット１１０の回路図である。
【００５４】
　第１ＬＥＤ基板１１０Ｌは、複数のＬＥＤ１１２と、第１コネクタ１１４とを含む。複
数のＬＥＤ１１２は、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの表面に第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの長辺方
向に並べられ、かつ直列接続される。第１コネクタ１１４は、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの
一の短辺に設けられ、第１端子１１４Ａと、第２端子１１４Ｂとを含む。第１端子１１４
Ａは、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の開始位置のＬＥＤ１１２のアノードに接続さ
れる。第２端子１１４Ｂは、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の終了位置のＬＥＤ１１
２のカソードに接続される。
【００５５】
　第２ＬＥＤ基板１１０Ｒは、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌと配置の向きが異なるが、同一の
構成を有する。つまり、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒは、リアフレーム１０２の平面内におい
て、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌを１８０度回転させたものと同一の構成を有する。これによ
り、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの第１コネクタ１１４と、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒの第１コ
ネクタ１１４とは対向する位置に配置される。
【００５６】
　第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂと、第２ＬＥＤ基板
１１０Ｒの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａとは、ケーブル１１６により接続され



(9) JP 6384565 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

る。
【００５７】
　第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａは、ケーブル１１８
により、ＬＥＤ駆動回路１０３の正極に接続される。
【００５８】
　第２ＬＥＤ基板１１０Ｒの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂは、ケーブル１２０
により、ＬＥＤ駆動回路１０３の負極に接続される。
【００５９】
　このように、ケーブル１１８およびケーブル１２０は、ＬＥＤ基板ユニット１１０の中
央部付近から引き出される。
【００６０】
　図７は、ＬＥＤ駆動回路１０３の配置位置を説明するための、表示装置１００の内部を
示す平面図である。図８は、ＬＥＤ駆動回路１０３の配置位置を説明するための、リアカ
バー１０９を取った状態の表示装置１００の背面図である。
【００６１】
　ＬＥＤ駆動回路１０３は、表示装置１００のほぼ中央であって、リアキャビネット１０
８と、リアカバー１０９との間に配置される。なお、図７に示すように、リアフレーム１
０２には、ＬＥＤ駆動回路１０３の正極および負極と対向する位置に、開口部１１９が設
けられている。ケーブル１１８および１２０は、開口部１１９を通ってＬＥＤ基板ユニッ
ト１１０とＬＥＤ駆動回路１０３とを接続する。
【００６２】
　以上説明したように、実施の形態１によると、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌと第２ＬＥＤ基
板１１０Ｒとの構成を同一にすることができる。また、各ＬＥＤ基板ユニットに含まれる
コネクタの数は２つ、ケーブルの本数は３本である。このため、従来に比べ、コネクタの
数およびケーブルの本数を減らすことができる。よって、複数のＬＥＤ基板でＬＥＤ基板
ユニットを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えることができる。
【００６３】
　また、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌと、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒとの向きを異ならせて、両
者が並べて配置される。このため、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌと第２ＬＥＤ基板１１０Ｒと
を結ぶケーブルの長さを短くすることができる。
【００６４】
　また、ＬＥＤ基板ユニット１１０の中央部付近からケーブル１１８および１２０が引き
出される。また、ＬＥＤ駆動回路１０３は、表示装置１００の中央部付近に配置される。
このため、ＬＥＤ基板ユニット１１０とＬＥＤ駆動回路１０３とを接続するためのケーブ
ル１１８および１２０の長さを短くすることができる。
【００６５】
　（実施の形態１の変形例１）
　実施の形態１では、ＬＥＤ基板ユニット１１０は、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌおよび第２
ＬＥＤ基板１１０Ｒの２枚のＬＥＤ基板より構成されることとした。本変形例では、３枚
以上のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットについて説明する。
【００６６】
　図９は、３枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図であ
る。
【００６７】
　ＬＥＤ基板ユニット１３０は、各々が液晶パネル１０６の背面に向けて光を照射する第
１ＬＥＤ基板１３０Ａ、第２ＬＥＤ基板１３０Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３０Ｃを含む。
これら３枚のＬＥＤ基板は、液晶パネル１０６の左右方向に一列に並べられる。
【００６８】
　第１ＬＥＤ基板１３０Ａは、複数のＬＥＤ１１２と、第１コネクタ１１４と、第２コネ
クタ１１５とを含む。
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【００６９】
　複数のＬＥＤ１１２は、第１ＬＥＤ基板１３０Ａの表面に第１ＬＥＤ基板１３０Ａの長
辺方向に並べられ、かつ直列接続される。
【００７０】
　第１コネクタ１１４は、第１ＬＥＤ基板１３０Ａの一の短辺に設けられ、第１端子１１
４Ａと、第２端子１１４Ｂとを含む。
【００７１】
　第１端子１１４Ａは、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の開始位置のＬＥＤ１１２の
アノードに接続される。第２端子１１４Ｂは、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の終了
位置のＬＥＤ１１２のカソードに接続される。
【００７２】
　第２コネクタ１１５は、第１ＬＥＤ基板１３０Ａの他の短辺に設けられ、第３端子１１
５Ａと、第４端子１１５Ｂとを含む。第３端子１１５Ａは、第１コネクタ１１４の第１端
子１１４Ａに接続される。第４端子１１５Ｂは、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の開
始位置のＬＥＤ１１２のアノードに接続される。
【００７３】
　第２ＬＥＤ基板１３０Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３０Ｃは、第１ＬＥＤ基板１３０Ａと
同一の構成を有する。ただし、第２ＬＥＤ基板１３０Ｂは、第１ＬＥＤ基板１３０Ａおよ
び第３ＬＥＤ基板１３０Ｃと配置の向きが異なる。
【００７４】
　第１ＬＥＤ基板１３０Ａの第２コネクタ１１５の第３端子１１５Ａおよび第４端子１１
５Ｂは、ケーブル１４１により接続される。
【００７５】
　第１ＬＥＤ基板１３０Ａの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂと、第２ＬＥＤ基板
１３０Ｂの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａとは、ケーブル１１６により接続され
る。
【００７６】
　第１ＬＥＤ基板１３０Ａの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａは、ケーブル１１８
により、ＬＥＤ駆動回路１０３の正極に接続される。
【００７７】
　第２ＬＥＤ基板１３０Ｂの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂは、ケーブル１２０
により、ＬＥＤ駆動回路１０３の負極に接続される。
【００７８】
　第２ＬＥＤ基板１３０Ｂの第２コネクタ１１５の第３端子１１５Ａと、第３ＬＥＤ基板
１３０Ｃの第２コネクタ１１５の第４端子１１５Ｂとは、ケーブル１４２により接続され
る。
【００７９】
　第２ＬＥＤ基板１３０Ｂの第２コネクタ１１５の第４端子１１５Ｂと、第３ＬＥＤ基板
１３０Ｃの第２コネクタ１１５の第３端子１１５Ａとは、ケーブル１４３により接続され
る。
【００８０】
　第３ＬＥＤ基板１３０Ｃの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａおよび第２端子１１
４Ｂは、ケーブル１４４により接続される。
【００８１】
　以上説明したように、実施の形態１の変形例１によると、第１ＬＥＤ基板１３０Ａと、
第２ＬＥＤ基板１３０Ｂと、第３ＬＥＤ基板１３０Ｃとの構成を同一にして、３枚のＬＥ
Ｄ基板を並べて配置することができる。このため、複数のＬＥＤ基板でＬＥＤ基板ユニッ
トを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えることができる。
【００８２】
　なお、ＬＥＤ基板の枚数は、３枚に限定されるものではなく、４枚以上であってもよい
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。
【００８３】
　例えば、図１０に示すように、一列に並べられた第１ＬＥＤ基板１３０Ａ、第２ＬＥＤ
基板１３０Ｂ、第３ＬＥＤ基板１３０Ｃおよび第４ＬＥＤ基板１３０Ｄの４枚のＬＥＤ基
板から、ＬＥＤ基板ユニット１３１が構成されていても良い。第４ＬＥＤ基板１３０Ｄは
、第１ＬＥＤ基板１３０Ａ、第２ＬＥＤ基板１３０Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３０Ｃと同
一の回路構成を有する。また、第４ＬＥＤ基板１３０Ｄは、第２ＬＥＤ基板１３０Ｂと同
一の向きに配置される。
【００８４】
　第１ＬＥＤ基板１３０Ａと第２ＬＥＤ基板１３０Ｂとの接続の仕方、第２ＬＥＤ基板１
３０Ｂと第３ＬＥＤ基板１３０Ｃとの接続の仕方は、図９に示したＬＥＤ基板ユニット１
３０と同じである。以下、第３ＬＥＤ基板１３０Ｃと第４ＬＥＤ基板１３０Ｄとの接続の
仕方について説明する。
【００８５】
　第３ＬＥＤ基板１３０Ｃの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂと、第４ＬＥＤ基板
１３０Ｄの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａとが、ケーブル１４５により接続され
る。
【００８６】
　第３ＬＥＤ基板１３０Ｃの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａと、第４ＬＥＤ基板
１３０Ｄの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂとが、ケーブル１４６により接続され
る。
【００８７】
　なお、第４ＬＥＤ基板１３０Ｄの第２コネクタ１１５の第３端子１１５Ａと第４端子１
１５Ｂとは、ケーブル１４７により接続される。
【００８８】
　（実施の形態１の変形例２）
　本変形例では、３枚以上のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの他の構成例
について説明する。
【００８９】
　図１１は、３枚のＬＥＤ基板より構成されるＬＥＤ基板ユニットの一例を示す回路図で
ある。
【００９０】
　ＬＥＤ基板ユニット１３２は、各々が液晶パネル１０６の背面に向けて光を照射する第
１ＬＥＤ基板１３２Ａ、第２ＬＥＤ基板１３２Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３２Ｃを含む。
これら３枚のＬＥＤ基板は、液晶パネル１０６の左右方向に一列に並べられる。
【００９１】
　第１ＬＥＤ基板１３２Ａは、図９に示した第１ＬＥＤ基板１３０Ａに、さらに、第１ジ
ャンパ１２４および第２ジャンパ１２５を加えた構成を有する。第１ジャンパ１２４およ
び第２ジャンパ１２５は、例えば、ジャンパスイッチ、ジャンパ抵抗、またはジャンパ線
であり、該ジャンパは、２点間の接続または非接続を切り替えるスイッチの機能を有する
。
【００９２】
　第１ジャンパ１２４は、第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａおよび第２端子１１４
Ｂの間を接続状態または非接続状態にするために設けられる。つまり、第１ジャンパ１２
４は、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の終了位置のＬＥＤ１１２のカソードと、第１
端子１１４Ａおよび第３端子１１５Ａの接続線１４８とを接続する。
【００９３】
　第２ジャンパ１２５は、第２コネクタ１１５の第３端子１１５Ａおよび第４端子１１５
Ｂの間を接続状態または非接続状態にするために設けられる。つまり、第２ジャンパ１２
５は、複数のＬＥＤ１１２のうち直列接続の開始位置のＬＥＤ１１２のアノードと、第１
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端子１１４Ａおよび第３端子１１５Ａの接続線１４８とを接続する。
【００９４】
　第２ＬＥＤ基板１３２Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３２Ｃは、第１ＬＥＤ基板１３２Ａと
同一の構成を有する。ただし、第２ＬＥＤ基板１３２Ｂは、第１ＬＥＤ基板１３２Ａおよ
び第３ＬＥＤ基板１３２Ｃと配置の向きが異なる。
【００９５】
　第１ＬＥＤ基板１３２Ａと第２ＬＥＤ基板１３２Ｂとの接続の仕方、第２ＬＥＤ基板１
３２Ｂと第３ＬＥＤ基板１３２Ｃとの接続の仕方は、図９に示したＬＥＤ基板ユニット１
３０と同じである。
【００９６】
　ＬＥＤ基板ユニット１３０と異なり、ＬＥＤ基板ユニット１３２は、ケーブル１４１お
よび１４４を必要としない。その代わりに、第１ＬＥＤ基板１３２Ａの第２ジャンパ１２
５と、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃの第１ジャンパ１２４とが、それぞれ端子間を接続状態に
する。
【００９７】
　それ以外のジャンパ（第１ＬＥＤ基板１３２Ａの第１ジャンパ１２４、第２ＬＥＤ基板
１３２Ｂの第１ジャンパ１２４および第２ジャンパ１２５、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃの第
２ジャンパ１２５）は、当該ジャンパに割り当てられた端子間を非接続状態にする。
【００９８】
　以上説明したように、実施の形態１の変形例２によると、第１ＬＥＤ基板１３２Ａと、
第２ＬＥＤ基板１３２Ｂと、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃとの構成を同一にして、３枚のＬＥ
Ｄ基板を並べて配置することができる。このため、複数のＬＥＤ基板でＬＥＤ基板ユニッ
トを構成した場合に、従来に比べ生産コストを低く抑えることができる。
【００９９】
　また、ジャンパにより端子間を接続状態にすることで、同一コネクタ内の２つの端子を
接続する際に必要とされていたケーブルを無くすことができる。このため、低コストで表
示装置を生産することができる。
【０１００】
　なお、ＬＥＤ基板の枚数は、３枚に限定されるものではなく、４枚以上であってもよい
。
【０１０１】
　例えば、図１２に示すように、一列に並べられた第１ＬＥＤ基板１３２Ａ、第２ＬＥＤ
基板１３２Ｂ、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃおよび第４ＬＥＤ基板１３２Ｄの４枚のＬＥＤ基
板から、ＬＥＤ基板ユニット１３３が構成されていても良い。第４ＬＥＤ基板１３２Ｄは
、第１ＬＥＤ基板１３２Ａ、第２ＬＥＤ基板１３２Ｂおよび第３ＬＥＤ基板１３２Ｃと同
一の回路構成を有する。また、第４ＬＥＤ基板１３２Ｄは、第２ＬＥＤ基板１３２Ｂと同
一の向きに配置される。
【０１０２】
　第１ＬＥＤ基板１３２Ａと第２ＬＥＤ基板１３２Ｂとの接続の仕方、第２ＬＥＤ基板１
３２Ｂと第３ＬＥＤ基板１３２Ｃとの接続の仕方は、図９に示したＬＥＤ基板ユニット１
３２と同じである。以下、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃと第４ＬＥＤ基板１３２Ｄとの接続の
仕方について説明する。
【０１０３】
　第３ＬＥＤ基板１３２Ｃの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂと、第４ＬＥＤ基板
１３２Ｄの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａとが、ケーブル１４５により接続され
る。
【０１０４】
　第３ＬＥＤ基板１３２Ｃの第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａと、第４ＬＥＤ基板
１３２Ｄの第１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂとが、ケーブル１４６により接続され
る。
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【０１０５】
　なお、第３ＬＥＤ基板１３２Ｃの第１ジャンパ１２４は、第１コネクタ１１４の第１端
子１１４Ａと第２端子１１４Ｂとの間を非接続状態にする。
【０１０６】
　また、第４ＬＥＤ基板１３２Ｄの第１ジャンパ１２４は、第１コネクタ１１４の第１端
子１１４Ａと第２端子１１４Ｂとの間を非接続状態にし、第２ジャンパ１２５は、第２コ
ネクタ１１５の第３端子１１５Ａと第４端子１１５Ｂとの間を接続状態にする。
【０１０７】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、２枚のＬＥＤ基板間をケーブルで接続した。本実施の形態では、２
枚のＬＥＤ基板間をコネクタで接続する点が、実施の形態１と異なる。
【０１０８】
　以下の説明では、実施の形態１と異なる点を中心に説明する。
【０１０９】
　実施の形態２に係るＬＥＤ基板ユニットは、実施の形態１と同様に第１ＬＥＤ基板１１
０Ｌおよび第２ＬＥＤ基板１１０Ｒにより構成される。
【０１１０】
　図１３は、本発明の実施の形態２に係るＬＥＤ基板ユニット１１０の中心部分を拡大し
た斜視図である。
【０１１１】
　第１コネクタ１１４の第１端子１１４Ａおよび第２端子１１４Ｂの形状は、それぞれオ
ス形状である。２つの第１コネクタ１１４は、メス形状の端子を有する基板間コネクタ１
４０にそれぞれ接続される。また、２つの第１コネクタ１１４は、各第１ＬＥＤ基板の表
面に配置される。
【０１１２】
　図１４は、基板間コネクタ１４０の構成を示す図である。基板間コネクタ１４０は、各
々がメス形状の端子である、第１端子１４０Ａ、第２端子１４０Ｂ、第３端子１４０Ｃお
よび第４端子１４０Ｄを有する。また、基板間コネクタ１４０は、第１開口部１４０Ｅお
おび第２開口部１４０Ｆを有する。
【０１１３】
　第１端子１４０Ａおよび第３端子１４０Ｃは、基板間コネクタ１４０の内部で接続され
ている。
【０１１４】
　第２端子１４０Ｂからは、第１開口部１４０Ｅを通してケーブル１１８が引き出されて
いる。また、第４端子１４０Ｄからは、第２開口部１４０Ｆを通してケーブル１２０が引
き出されている。
【０１１５】
　図１５は、２つの第１コネクタ１１４をそれぞれ基板間コネクタ１４０に接続した後の
ＬＥＤ基板ユニット１１０の中心部分を拡大した斜視図である。図１５に示すように、基
板間コネクタ１４０を用いることで、ケーブルを用いることなく、２つの第１コネクタ１
１４を接続することができる。
【０１１６】
　以上説明したように、実施の形態２によると、基板間コネクタ１４０における第１端子
１４０Ａおよび第３端子１４０Ｃが予め接続されている。このため、第１ＬＥＤ基板１１
０Ｌの第１コネクタ１１４と第２ＬＥＤ基板１１０Ｒの第１コネクタ１１４とを基板間コ
ネクタ１４０を用いて接続するだけで、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌと第２ＬＥＤ基板１１０
Ｒとを接続することができる。また、予めケーブル１１８およびケーブル１２０が基板間
コネクタ１４０に接続されていることより、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌの第１コネクタ１１
４の第１端子１１４Ａをケーブル１１８に接続する手間と、第２ＬＥＤ基板１１０Ｒの第
１コネクタ１１４の第２端子１１４Ｂをケーブル１２０に接続する手間とを削減すること
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ができる。
【０１１７】
　また、接続される各端子組の一方をオス形状、一方をメス形状とすることにより、コネ
クタ同士を直接接続することができる。
【０１１８】
　なお、実施の形態２では、第１コネクタ１１４をＬＥＤ基板の表面に配置することとし
たが、第１コネクタ１１４をＬＥＤ基板の裏面に配置しても良い。
【０１１９】
　図１６は、ＬＥＤ基板ユニット１１０の中心部分を拡大した裏面側の斜視図である。図
１６に示すように、裏面側において、２つの第１コネクタ１１４と基板間コネクタ１４０
とが接続される。
【０１２０】
　通常、第１ＬＥＤ基板１１０Ｌおよび第２ＬＥＤ基板１１０Ｒは、ＬＥＤ駆動回路１０
３と液晶パネル１０６との間に設けられる。このため、第１コネクタ１１４をＬＥＤ回路
の裏面に設けることで、第１コネクタ１１４とＬＥＤ駆動回路１０３とをケーブルで接続
しやすくなる。また、第１コネクタ１１４とＬＥＤ駆動回路１０３とを結ぶケーブルの長
さを短くすることができる。
【０１２１】
　以上、本発明の実施の形態に係る表示装置およびバックライトについて説明したが、本
発明は、この実施の形態に限定されるものではない。
【０１２２】
　例えば、実施の形態１および２では、直下型のバックライトについて説明したが、実施
の形態１および２に示したバックライトをエッジ型のバックライトに適用しても良い。
【０１２３】
　また、上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
　本発明は、ＬＥＤバックライトを備える再生装置として、例えば、液晶テレビまたは液
晶ディスプレイ装置などに適用できる。
【符号の説明】
【０１２５】
１００　表示装置
１０２　リアフレーム
１０３　ＬＥＤ駆動回路
１０４　筐体
１０６　液晶パネル
１０７　フロントキャビネット
１０８　リアキャビネット
１０９　リアカバー
１１０、１３０、１３１、１３２、１３３、１５０　ＬＥＤ基板ユニット
１１０Ａ、１５０Ａ　バックライト
１１０Ｌ、１３０Ａ、１３２Ａ、１５０Ｌ　第１ＬＥＤ基板
１１０Ｒ、１３０Ｂ、１３２Ｂ、１５０Ｒ　第２ＬＥＤ基板
１１４、１５１　第１コネクタ
１１４Ａ、１４０Ａ、１５１Ａ　第１端子
１１４Ｂ、１４０Ｂ、１５１Ｂ　第２端子
１１５、１５２　第２コネクタ
１１５Ａ、１４０Ｃ、１５２Ａ　第３端子
１１５Ｂ、１４０Ｄ、１５２Ｂ　第４端子
１１６、１１８、１２０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、
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１５４、１５６　ケーブル
１１９　開口部
１２４　第１ジャンパ
１２５　第２ジャンパ
１３０Ｃ、１３２Ｃ　第３ＬＥＤ基板
１３０Ｄ、１３２Ｄ　第４ＬＥＤ基板
１４０　基板間コネクタ
１４０Ｅ　第１開口部
１４０Ｆ　第２開口部
１４８　接続線
１５３　第３コネクタ
１５３Ａ　第５端子
１５３Ｂ　第６端子

【図１】 【図２】

【図３】
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